
第4回ペット税ゼミ「ペット税が仮にあったら、何ができる？」 
2015 年 8月 22 日（土）11時～13 時 

 

1. ペット税（犬のみ）が福岡市に導入されるとしたら、犬の飼い主として納得できる要因とは？ 

(ア) 犬の戸籍カード（住民票）を発行（見せると医療費など割引があるとか） 

①	 犬にもマイナンバーのような戸籍を発行 

②	 福岡市に犬を市民の一員として認めてくれることが嬉しい 

(イ) 増税という市民の悪い先入観を打破するために、「戸籍登録料」「犬の住民税」という

名目にする 

(ウ) 動物病院の初診料が安くなる 

(エ) 犬のための便利な仕組みを福岡市に導入 

①	 ウンチポスト 

②	 雨の日の散歩コース整備（高架下とか） 

③	 犬散歩オッケーの看板を公園にかける（ただし、マナー守る） 

(オ) マナーを守らない飼い主を社会から排除する仕組みをつくる 

(カ) アニマルポリス、同行避難導入 

(キ) ペットの迷子、里親探し、啓発などの広報に力を入れる 

①	 メディアに福岡市枠を設ける（ACみたいな） 

 

2. ペット税を導入する福岡市民にとってのメリット 

(ア) 税金の増収（福岡市が潤う） 

①	 増収のために、福岡市の行政機関がペットの快適な暮らしのために策を考える 

(イ) 犬の管理（頭数）と飼い主の管理ができる 

①	 多頭飼いの問題を未然に防げるかも 

②	 災害時にペットも救出ができるかも 

(ウ) 飼い主の選別ができる（無責任な飼い主の軽減） 

①	 ペットと暮らすためにはお金がかかる 

(エ) 福岡市イメージアップ 

①	 殺処分ワースト１から、ペット暮らしたい街ベスト１になる！ 

②	 住みよい街 ＝ 人もペットも暮らしやすい街 

 

3. ペット税を導入する福岡市民にとってのデメリット 

(ア) 現在の飼い主にとって、費用負担が増える 

(イ) 福岡市民が減るかも（税金かかるなら引越すなど） 

(ウ) ペットを手放す人が一時的に増える（殺処分増える？） 

(エ) 多頭飼い飼育の崩壊 


